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の上に錘を載せ, 自動ステージで 4 mm/sで移動させ,ロ ー

ドセルを用いて錘 と試料の間の摩擦力を測定した。実験は各

試料について 10回ずつ行い,試 料表面の静止 ・動摩捺係数

を算出した ま た,潤 滑剤 として生理食塩水を用いた

Fig.l Schema of cxpcrilnental apparatus to evaluate■ictional

prope中

3 結 果および考察

3.1接触角測定

サンプルの接触角を図 2に 示す。接触角が減少 し,親 水性

が向上していることが分かる.表 面処理時間が,30秒 のと

き親水性が最も高いが,処 理時間が長 くなることにより,シ

リコンゴム上の親水性の官能基が減つている可能性がある
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3.2摩 擦試験

各表面処理においての摩擦力の経時変化 を図 3に 示す 図

3よ り,荷 重は初期にピークを示 した後,緩 やかに減少 しほ

ぼ一定 となることが確認できた
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Fig。3 Transition offlictional forcc

荷重のピークから試料の静止摩擦係数を,ほぼ一定になっ

た荷重の平均値から動摩擦係数をそれぞれ算出し,試料ごと

に比較 した結果を図 4に 示す 図 4よ り,表 面処理を行つた

試料は,表 面処理を行つていない試料に比べて静止摩擦係

数・動摩擦係数ともに低下していることが確認できた また,

表面処理時間が 60秒 の試料が,親 水性が低いのにもかかわ

らず,静 止摩擦係数 ・動摩擦係数ともに最小の値を示 した原

因として,表 面形状の違いが考えられる。例えば,処 理時間

の増カロにより,表 面の凹凸の増加なども考えられる。
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Fig.4 Rclationship bctMrccn surttcc treatment tilne and iiction

cocfflcicnt

4.ま とめ

本研究では,酸素プラズマを用いたシリコンゴム表面の規

水化やぅNHSttDCに よるシリコンゴム表面の活性化 と分子

修飾により,表面処理後のシリコンゴムの摩捺係数の低下が

確認できた。今後,基 板上にス トレプ トアビジンを固定化さ

せ,ス トレプ トアビジンを検出モデルとし,本 研究と同様の

処理で作製 したサンプル との間の接触力を測定していく予

定である
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